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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

運動の上達は、練習している時間だけでなく、
睡眠中や休憩中にも進むことが分かってきまし
た。脳は休んでいる間にも、練習した内容を整
理し、動きを身につけやすくしていると考えら
れています。この過程には、記憶に関わる脳の
部分や、運動を調整する脳の部分など、複数の
場所が関係しています。また、練習の効果を高
めるには、ただ回数を増やすだけでなく、疲れ
や集中力に合わせて休憩や睡眠をうまく取り入
れることが大切です。本セミナーでは、運動が
上達する脳の仕組みを分かりやすく紹介し、よ
り効果的に練習を進めるための考え方をお話し
します。
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運動学習の脳科学
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2012 年に大阪大学大学院医学系
研究科を修了し、博士号（保健学）
を取得しました。同年 4 月から大
阪大学大学院医学系研究科脳神経
外科学講座にて特任研究員・特任
助教を経験し、2015 年に大分大
学福祉健康科学部理学療法コース
の助教として着任しました。
2020 年に同講師、2022 年から
現職として、ヒトの運動学習につ
いての脳内機構いついての研究を
行っています。また、2022 年か
ら 2023 年にかけては、アメリカ
国立衛生研究所に訪問研究員とし
て在籍し、運動の学習についての
国際研究を行いました。




